
浄土寺

事 業 名 　射水市 浄土寺

 排水改良　(受益面積 A=14.8ha）

主　　な 延　長Ｌ＝ １,１００ｍ

事業内容 　　排水フリューム　ＨＦ－(B)1700×(H)1000

　射水市の田園環境整備マスタープランにより浄土寺地区は本計画の中で里

環境マスタ 山自然ゾーン(環境配慮区域)でホタル生息地として位置づけられている。

　本エリアの整備方針として生産性の向上を図るとともに、農村景観をはじ

ープランの めとする地域資源を継承し、活用していくために、工事の際は自然環境に対

する整備の影響の緩和や、整備区域については動植物が生息する区域を避け

位置付け るなど、地域の自然環境・生態系に配慮した整備方法を採用することとして

いる。

・低騒音型建設機械及び低公害型建

設機械を使用する。

環境配慮の ・工事期間中において、既設水路へ

実施方法 の濁水流出防止に努める。

・排水法面を、土羽構造とし、既存

動植物の生息環境に配慮する。

・地域の生活環境に配慮しつつ、

配慮のため ホタルや水生昆虫、水生植物の生息

の施設 しやすい環境ブロックを設置する。

その他

環 境 配 慮 区 域環 境 創 造 区 域

環境検討概要地区調書

（所在地）

地区名基盤整備促進事業

(水利施設整備事業)

工　　期
着　工　令和２年度

 ○○　円事業費　
完　成　令和４年度

i214010
テキストボックス
資料-3



基盤整備促進事業(水利施設整備事業) 浄土寺 地区（補足説明）

事業概要

　本地区は昭和４０年～昭和４３年にかけて団体営ほ場整備事業青井谷地区において施工さ

れた排水路であり、同時に基盤が整備され、水管理が合理化され現在に至っている。施設

は、耐用年数を過ぎ老朽化による目地の欠損等が生じており、水管理に支障が出ている。

このため早急に改修し、通水量の確保と維持管理の節減を図り、農業経営の安定化を目指

すものである。

１　農業農村環境整備計画

　射水市は、平成20年3月に田園環境環境整備マスタープランを策定した。浄土寺地区は本

計画の中で田園緑住ゾーン(環境配慮区域)に位置づけられている。

２　当該地域の環境評価

1)自然環境

　本地区は、射水市の南部に位置する地域で、地区北側に北陸自動車道が東西に走っている。

　本事業は基盤整備促進事業(水利施設整備事業)の水路整備であり,地域に希少動植物の

生息も少なく環境に与える影響は少ない。

2)社会環境

　本地区は、水稲を中心とする農業を展開している。

　しかしながら、本市の農業をとりまく情勢は厳しく、生産環境の悪化、さらには基幹

労働力の他産業への流出による後継者不足と高齢化の進展等、農業生産そのものに大きな

影響が表れるなど厳しさを増している。

3)生産環境

　本地区は、農業農村活性化計画に従い営農組合に取り組んでおり生産性の高い低コスト

化農業の確立を目指す取り組みが行われている。

３　環境配慮との整合性

　平成１３年度に土地改良法の改正により農業農村整備事業においては、環境との調和に

配慮することが規定され、農家及び地域住民が一体となり、有識者等の意見を参考にしな

がら、環境配慮について取り組まなければならない。

　本地区は令和２年度の新規採択に向けて事業を進めてきており、今後の環境の創造・

保全のあり方について御意見をいただきたい。



別紙－４

環境配慮調書（基盤整備促進事業）

県　名 富 山 地区名 浄土寺 市町村名 射水市

田 射水市 本地区に 施工上の 排出ガス対策型建設機械の利用

園 特   動植物 スナヤツメ、イタセンパラ、メダカ等 おける 配慮 工事実施中において水質汚濁等を防止するように努め、工事

環 に ホクリクサンショウウオ 環境配慮 区域に生息する小動物の環境配慮に努める。

境 配 の方法

整 慮

備 す 施設計画 ホタルの餌となるカワニナやヌマエビ、オオヨシノボリ等の生

マ べ  上の配慮 物の生息環境を保全するため環境ブロックを設置する。

ス き

タ 動 集落の屋敷林

ー植   その他

プ 物 （景観・文

ラ 等 　化財等） 田園環境整備 本地区は、環境配慮区域に位置し、農業・農村整備事業の整

ン マスタープラン 備方針として、工事の際は自然環境に対する整備の影響の緩

との整合性 和や整備区域については動植物が生息する区域を避けるな

本地区での配慮・ 環境配慮区域 ど、地域の自然環境・生態系の保全に配慮した整備方法を採

創造の区分 用することから、今回、小動物に配慮した計画とする。

本地区で配慮すべき ホタルなどの昆虫類 配慮内容の決定根拠 本事業に伴う環境配慮内容については、射水市農業農村整備

動植物等 ヌマエビ、魚類 環境検討委員会にて、意見交換会を行う。

調査した時期と 令和元年８月７日

その内容 別紙参照 環境配慮部分の経済効果算定への反映

環境情報協議会開催年月日

基 盤 整 備 促 進 事 業事業名

市 町 村 名

令和1年11月13日

有（算定効果名称）　・　無
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環 境 配 慮 施 設 位 置 図

記 号 説　　明 備　考

市 町 村 界

受 益 区 域 14.9ha

計 画 路 線

既 設 路 線

環境ブロック

凡　　　　　例



環境配慮型水路イメージ図

標準断面図 イメージ図
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令和２年度新規

射水市 浄土寺 地区

令和元年　８月

基 盤 整 備 促 進 事 業

(水利施設整備事業)

生きもの調査報告書



調 査 日 ： 令和元年８月７日（水）

目 的 ：

調 査 位 置

射水市 浄土寺 地区 地区「生きもの調査」

　基盤整備促進事業(水利施設整備事業)射水市 浄土寺 地区の
計画路線に生息している生き物調査を行い、事業計画における
環境配慮施設の実施方法を検討して、生態系の保全を図るもの
である。

②

①

浄 土 寺 地 区
じょうどじ
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調 査 内 容 ： （１）小動物調査
淡水魚、水生生物等

（２）植物調査

（３）水質調査

調 査 方 法 ： （１）小　動　物
タモ網による捕獲

（２）植　物
目視による確認

（３）水質調査
パックテストによる確認

捕獲作業状況

調査区間１
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調査区間２
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採捕された小動物の種類

カワニナ

オオヨシノボリ
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採捕された小動物の種類

ヌマエビ
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確認された植物の種類

オオアレチノギク
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確認された植物の種類

よもぎ

よもぎ
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確認された植物の種類

どくだみ
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セリ

確認された植物の種類
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ミソハギ

確認された植物の種類

- 10 -



調査区間１

ｐＨ 7

ＣＯＤ 6

水質調査
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調査区間２

ｐＨ 7

ＣＯＤ 6
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調　査　結　果

小　動　物

　調査の結果、水路は下流で堰上げし用水を取水しているため、かんがい期は湛水しており、

カワニナ、ヌマエビ、オオヨシノボリが確認できた。

植　物

　調査の結果、植物類はオオアレチノギク、ヨモギ、ドクダミ、セリ、ミソハギ等の夏から秋

に代表される一般的な植物が確認できた。また、その他雑草類は、全域に繁殖している。

水　質

　調査の結果、ｐＨ７、ＣＯＤ６で酸性度は中性だが、ＣＯＤがたいへん汚れた水となるが、

これは下流で用水路の取水を行っていて、常時湛水しているためと考えられる。

- 13 -



参　考：水質基準



参　考：水質基準



参考資料 http://www.interq.or.jp/surfing/sen/lows&rules/suishitsu1.htm

http://www.interq.or.jp/surfing/sen/lows&rules/suishitsu1.htm


http://www.pref.toyama.jp/sections/1103/reiki_int/reiki_honbun/i001RG00000417.html#e000000025

http://www.pref.toyama.jp/sections/1103/reiki_int/reiki_honbun/i001RG00000417.html#e000000025


参考資料 パックテスト




